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ここで ∂kは∂/∂xkの略で, kEまデカル ト座標の第 机戎分である｡ここや4)と(5)はエル
ミー ト行列で,行列 uLk]Fまゲージ群の Lie代数の Morera-Cartanの関係式を満たす｡
∂kv`-∂∠vk- 乙~1〔ul,vk〕











を満すものを導入すると,(8)式で kをx成分とy成分について和を取 ったものを反転 (
invert)して超流動速度 〆 を求めると
vl(r)- JG(2)(r-,I)〔冒∂′k(∂′lu′k-∂′ku′l)+宕∂′k2V′Z〕d2r′十0(A) (10)
となる｡この式で 〔 〕内は(8)式の第 1項 を2つの項の和 として書き直した他笥2項
を)のオーダーの項としておいた｡ここで速度場 Vを回転自由な (rotationfree)部分,
V1--grad¢ と発散自由な (divergencefree)部- 2- a(Rll∂kR)iJとに分解出来るo
後者が divergencerreeになることは流れのわき出 しと関係する 〃1の源 (source)の場所
を除いて超流動速度 Vには保存則 ∂kvk- O が成立することより証明される｡さて(10)式
のZとしてx成分を取 ｡,(10属 の第2項宕∂k2ulの項に Morera-Cartanの(6)の関係式を
用いることにより
(∂x2+∂y2)vx - ∂x(∂xux+∂yuy)+o(i)ニ ∂ーHv2¢+o(i)












〔∂Z(∂yvz-∂zuyト ax(∂yux-∂xLP)+ (∂x2十 ∂γ2十∂Z2)LF〕0
3次元の渦密度 としてd)(r)を導入し,
aI(r)- VXv(r)
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